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■□─────────────────────────────────
□ ごあいさつ　
───────────────────────────────────
　みなさんこんにちは！

　暑くもなく、寒くもなく、ちょうど心地いい季節はなんと短いのでしょう。
もうすぐ信州には長くて厳しい冬がやってきます。冬のコートを出したり、車の
タイヤを替えたり・・・、冬支度も着々と進んでいます。

　先日の晴れた日曜日には押し入れから分厚い冬の布団を引っ張り出して干し
ました。干したばかりの布団は、ふかふかで太陽の匂いがして、気持ちよく眠る
ことができました。

　寒いといっても、冬ならではの楽しみもありますね。スキーやスケート、あた
たかいお鍋、こたつにミカン。みなさんは、どんな冬を過ごしますか？

■□─────────────────────────────────
□ 最近の出来事
----------------------------------------------------------------------
★カリフォルニア大学チコ校と学術交流協定を結びました
----------------------------------------------------------------------
　１０月２２日、カリフォルニア州立大学（California State University：CSU）
チコ（Chico)校と信州大学との間で大学間学術交流協定が締結されました。

　カリフォルニア州立大学チコ校は、サンフランシスコの北東約300kmに位置する
チコ市にあり、CSU学校群の中では２番目に古い歴史(1887年創立)を持つ総合大学
です。学術交流協定に先立ち、CSU, Chico付属のアメリカンランゲージ 　アンド
インステチュート(ALCI)において、本年８月２１日から1ヶ月間の短期語学研修には
９人の学生と１名の職員が参加し、大変有意義なものとなりました。

　今後の交換留学や短期プログラムなど活発な学生交流が期待されます。

詳しくはこちら
↓　↓　↓
http://www.shinshu-u.ac.jp/institution/suic/aboutus/post-217.html
----------------------------------------------------------------------
★各キャンパスで学園祭が行われました
----------------------------------------------------------------------
　秋は学園祭の季節ですね。今年も下記のとおり、各キャンパスで学園祭が
行われました。どのキャンパスのお祭りも、歴史や季節を感じさせるすてきな
名前がついています。

上田キャンパス：東雲（しののめ）祭（10月19日～20日）、

長野工学キャンパス：光芒（こうぼう）祭　（10月26日～27日）

松本キャンパス：銀嶺（ぎんれい）祭（11月2日～3日）

南箕輪キャンパス：落葉松（からまつ）祭（11月9日）



（また長野教育キャンパスの"まほろば祭"は11月30日～12月1日に行われます。）

　11月2日～3日に松本キャンパスで行われた銀嶺祭では、留学生会が「ワールド
キッチン」の模擬店を出し、中国、韓国、ベトナム、モンゴル、オランダなどの
留学生が自分たちで作った各国の料理やお菓子を売りました。どのお店も好評で、
たいへん賑わっていました。

写真はこちら
↓　↓　↓
http://www.shinshu-u.ac.jp/institution/suic/upload/photo/vol45ginreisai_2013.jpg
----------------------------------------------------------------------
★信州大学国際同窓会（松本本部）を開催しました
----------------------------------------------------------------------
　１１月２日、松本キャンパスにおいて「信州大学国際同窓会松本本部総会・
懇親会」を開催しました。
　
　この日は 松本キャンパスで大学祭（銀嶺祭）が開かれており，学生の日頃の
活動成果も見ていただきたく，この日の開催としました。

　はじめに総会が開かれ、赤羽国際交流センター長の挨拶や佐藤副センター長
による大学の近況報告があり、続いて行われた懇親会では、赤羽理事，可知同窓
会連合会代表、日頃から留学生がお世話になっている松本市、山形村の各団体の
皆さん、現役学生、教職員も交えて、情報交換と親睦を図り、“これからの信州
大学の活躍・発展に力を合わせて頑張ろう”の閉めの言葉で、余韻を残しながら
幕を閉じました。

詳しくはこちら
↓　↓　↓
http://www.shinshu-u.ac.jp/institution/suic/alumni/reunion/post-221.html
----------------------------------------------------------------------
★「台湾留学のすすめ」を開催しました
----------------------------------------------------------------------
　国際交流センターでは、信州大学の学生に対し、「もっと世界を見てもらおう！」
「異文化を理解しよう！」「海外に留学してみよう！」という目的で「○○留学
のすすめ」シリーズを企画・実施しています。　

　これまで、中国、韓国、オランダを紹介してきましたが、今回は１１月８日に
「台湾留学のすすめ～輔仁大学～」を開催しました。輔仁大学（大学間協定校）
からの交換留学生による台湾文化や輔仁大学の紹介があり、参加者は皆熱心に耳を
傾けていました。

詳しくはこちら
↓　↓　↓
http://www.shinshu-u.ac.jp/institution/suic/study-abroad/o-event/118-1.html
----------------------------------------------------------------------
★ロータリー留学生日本語スピーチコンテストが行われました
----------------------------------------------------------------------
　１１月１５日、松本市のホテルブエナビスタのホールでロータリー留学生スピ
ーチコンテストが行われました。

　今年は信州大学から、例年より多い３０名の留学生が応募しました。本選には、
信州大学から９名、松本大学から１名、計１０名の留学生がのぞみ、信州大学国際
交流センター交換留学生（河南農業大学）のテイ　ムヨウさんが優勝しました。

　テイ　ムヨウさんは飲食店でアルバイトをしていて、そのお店の店長さんについ
てスピーチをしました。店長さんは、ご飯の盛りつけが２０ｇ少なくても厳しく
叱るのに、どんぶりをたくさん割っても怒らない。それどころか怪我はないかと
心配してくれる。おかしな店長さんだなあと思っていたけれど、仕事を通じて、
店長さんがお客さんを第一に思っていること、自分のことを他の日本人の従業員と
同じように思っていてくれることなどを知って、嬉しくなった、ということを、ユ
ーモアたっぷりに話してくれました。
　
　留学生の日本語力の向上に驚くとともに、留学生の日常や、留学した背景、母国
の家族のことなど、普段は知ることのできない素顔を垣間見ることができる素晴ら
しいスピーチコンテストでした。

詳しくはこちら
↓　↓　↓
http://www.shinshu-u.ac.jp/institution/suic/current/24-8.html



■□────────────────────────────────
□ 信大ＮＯＷ No.８３ のご案内
──────────────────────────────────

　信州大学のニュース、歴史や人にまつわる記事、イベントや公開講座の紹介、
研究者の研究内容など、信州大学が良くわかる広報誌「信大ＮＯＷ」
最新号の目次を紹介します。

＜No.83＞
○文部科学省　平成25年度　地（知）の拠点整備事業採択！
　信州を未来へつなぐ、人材育成と課題解決拠点
　「信州アカデミア」

○地域と歩む。
　[其の六　須坂市と信州大学]

　米子大瀑布を国指定名勝に！
　　「米子の瀑布群」学術調査委員会スタート

　長野県「1村1自然エネルギープロジェクト」を活用した小水力発電モデル
　事業の新展開

　産学官民の協働で若者が集う
　8年目を迎えた「蔵の町並みキャンパス」事業

　歴史的建造物の調査研究、保全活動
　旧小田切家住宅建物調査

○信州発！新しいモノサシ　第3回
　信州から紡ぎ、織りなす繊維・ファイバー工学のグローバルネットワーク
　　― 国内へ、海外へ、そして未来へ ―

○教師を目指す学生たちの実践トレーニングの場・地域貢献活動
　「信大ＹＯＵ遊」２０周年記念シンポジウム開催！

○若い力で信州に活力を　―　信大ＯＢ、信大生が奮闘
　東京渋谷で「信州若者１０００人会議」開催！

○信大キャンパスの「樹」シリーズ⑭
　　アオギリ　長野（工学）キャンパス
　
　　
全文は信州大学の公式Webサイト上でデジタルパンフレットとして公開
されていますので、ぜひご覧ください。↓　↓　↓
http://www.shinshu-u.ac.jp/guidance/publication/#publication

■□────────────────────────────────
□ スタッフ近況報告 横内　美保子 先生（国際交流センター非常勤講師）
──────────────────────────────────
　
  こんにちは！　今年４月から非常勤講師をしている横内美保子です。

　松本は急に秋が深まってきました。空が青く、風が冷たく感じられます。

　この季節になると、「そろそろ、あれを食べよう！」と思うお鍋があります。
材料はホウレンソウと豚肉、それにニンニク、この三つだけ。ホウレンソウは
ていねいに洗って、７、８㎝くらいに切り、根元の部分も使います。豚肉は脂
身が多いバラ肉（薄切り）を選びます。ニンニクはびっくりするほどたくさん
用意して、一片を二つくらいに切ります。

　作り方はとてもシンプルです。鍋にニンニクと水を入れ、火にかけましょう。
お湯が沸騰したら、ホウレンソウと豚肉を入れて、５、６秒！　すぐに引き上
げて、ポン酢でいただきます。ポン酢がないときは、私はいつもしょうゆと
トウガラシと酢（ゆずやレモンでもおいしい）を混ぜてたれを作ります。山ほ
ど用意したホウレンソウも豚肉もニンニクも、みるみるお腹の中に・・・。
からだがポカポカあたたまってきて、小さな悩みや心配はどこかへとんでいっ
てしまいます。

　このお鍋を教えてくれたのは伯母（父の姉）ですが、彼女だけでなく、私の
まわりには、料理好きな人がいっぱいいました。大学受験のとき祖母が作って



くれたおでん、日曜日に父がよく作ってくれた洋食、母のおかずやお弁当・・・。
どれも優しく忘れられない味です。祖母も両親ももう亡くなりましたが、とき
どき懐かしくなって、自分で作ってみます。すると、味わうたびに、愛情に満
ちたさまざまな思い出がよみがえってきて、心があたたかく、感謝の気持ちで
いっぱいになるのです。

　さて、今度の日曜日には娘の好物でも作って、東京へ送ってやることにしま
しょう。

■□────────────────────────────────
□ 生活ちょっとコラム　～冬至（とうじ）～
──────────────────────────────────
　秋も深まり、太陽が出ている時間がすっかり短くなりました。日本語では
「日が短い」と言います。朝、起きたころにはまだ暗く、夕方も６時ともなれ
ばすっかり夜のようです。

　一年でいちばん日が短い日のことを、「冬至（とうじ）」と言います。今年
の冬至は１２月２２日ですが、年によって前後することもあります。

　冬至にはいろいろな風習がありますが、よく言われていることは、かぼちゃ
を食べて柚子湯（柚子を浮かべたお風呂）に入ることです。かぼちゃはお砂糖
としょうゆで煮て、小豆を入れて甘く仕上げます。冬至にかぼちゃを食べるの
には、脳卒中や風邪を引かないとか金運を祈願する意味があるそうです。
「冬至にかぼちゃ」は現代的に解釈すると、緑黄色野菜の少ない冬にカロチン
やビタミンの多く含まれるかぼちゃを食べ、風邪等への抵抗力をつけようとし
た先人の知恵だと言えます。
　
　昔の日本では冬至のころになると秋野菜の収穫も終わって、食べられる野菜
もほとんどなくなっていました。そこで元気に冬を越せるようにと願いを込め、
栄養もあって保存もきくかぼちゃは特別に大切にして、食べていたようです。
今は冬でも地球の裏側から新鮮なかぼちゃが輸入されてきますが、昔のかぼちゃ
は貴重なビタミン源だったのでしょうね。

　逆に夏の一番日が長い日のことは夏至（げし）と言います。ふしぎなことに
夏至の日には、なにか特別のものを食べるなどといった風習は、一般的には
ありません。この時期は農業がとても忙しく、暇がなかったから、などどいう
説もありますが、地域によっては、お祭りなどの行事もあるそうです。

　みなさんの国にも、いろいろな季節のイベントがあると思います。なにか
ユニークなものがあったら、ぜひ教えてくださいね！

　それでは、また。

-----------------------------------------------------------
●○●○●○●修了者データベース登録のお願い○●○●○●○●○
国際交流センターでは、留学生の帰国後のフォローアップの一環として、
データベースの作成と活用をすすめています。まだこのフォームを提出
されたことのない方は、ぜひ記入にご協力下さい。
このニュースレターの配信先メールアドレス変更もこちらからお願いします。
http://www.shinshu-u.ac.jp/institution/suic/alumni/database/alumni-database.html
●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●
───────────────────────────────
　 ◆配信元：信州大学国際交流センター(SUIC)　文責：西牧
〒390-8621 長野県松本市旭３－１－１
Tel: 0263-37-3360 / Fax: 0263-37-2181
http://www.shinshu-u.ac.jp/institution/suic/
　　　　　
◆連絡先：iad@shinshu-u.ac.jp
　　　　　　　*各種お問い合わせ
　　　　　　　*配信停止希望
　　　　　　　*メールアドレスの変更のご連絡
　　　　　　　*情報掲載のご希望
　　　　　　　*ご意見、ご感想　　　　　　　 　など　　　　
　　　　
───────────────────────────────


